
インディアカは、旧西ドイツで考案されたスポーツである。最初のインディアカは、1930年代末にケルン

（ドイツ）のドームに近いスポーツシューレ（スポーツ学校）で行われている。

◎インディアカのルーツ◎インディアカのルーツ◎インディアカのルーツ◎インディアカのルーツ

（社）日本インディアカ協会が公認している「インディアカ」は、「IndiacaTurnier」というドイツブレムシー

社製の用具である。
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（1）インディアカ

◎用　具◎用　具◎用　具◎用　具

その指導者はスポーツ教師のカールハンス・クローン（KarlhansKrohn）氏だったが、彼は1936年、ブラ

ジルの伝統的なゲーム「ペテカ（Peteca）」をドイツに持ち帰り、その用具に改良を加え、インディアカ

ゲームを考案した。

インディアカの名称の由来は、「インディアン」と「ペテカ」であり、その合成語としてインディアカが生ま

れたのである。

一見なんでもない用具のようだが、ボールの部分と羽根との重量や大きさのバランス、その形態、材

質、製作方法などの面に国際的なパテントが確立されており、我が国での「インディアカ」はすべてドイ

ツ製のものを輸入して販売されている。パテントの問題と同時に、ドイツスポーツ連盟の公認トリム用

具であることからも、最も信頼の高い用具だからである。

インディアカの名前で呼んでいる羽根付きボール。

形態は、高さ約25cm、重さ約50g

インディアカ（ドイツ製）

\2,520（本体\2,400）

スペア羽根（ドイツ製）

\840（本体\800）

（社）日本インディアカ協会公認のインディアカ専用ポール（185cm～225cmに対応）または、既存のバ

ドミントンポールその他に補助ポールを接続してルールに対応できるポールを使う。

（社）日本インディアカ協会公認のインディアカ専用ネット（長さ6.10m、丈70cm～90cm）または、バドミ

ントン用ネットを使う。

（3）ネット

（2）ポール



1 競技を行うコートは、6.10ｍ×13.40ｍの長方形でバドミントンコートと同じサイズである。

2 コート内競技者は４名（男女混合は２～３名の女子がいること）で、交替競技者を４名までおくこと

ができる。

3 ネットの高さは、シニア女子1.85ｍ、シニア男女混合と女子2.00ｍ、男女混合と男子2.15ｍとす

る。

4 競技用具は（社）日本インディアカ協会公認のインディアカボールを使い、クッションの入った平

たいパッドの部分を素手で打つ。

5 インディアカボールを肘から先の片手（ネットを越えてくる第１打とブロックは両手を使っても良

い）でプレーし、ネットを越えて相手側コートに打ち込み、インディアカボールが相手側コートに落

とすことにより得点となる。

6 競技開始前にコートをとるかサービスをとるかをじゃんけん等で決める。

7 コート内での競技者は、前列３名、後列１名に分かれ、左右及び前後の競技者は足が触れ合わ

ないように位置する。

8 前列競技者（３名）は、どの位置からもアタックプレーができ、ブロッキングにも参加できるが後列

競技者（１名）は、アタックライン後方からのアタックプレーはできるがフロントゾーンでのアタック

プレー及びブロッキングに参加することはできない。

9 サービスは後列に位置する競技者がコートのエンドラインの外側からアンダーハンドで行う。

10 サービスは１回とし、インディアカボールがネットに触れた場合は失敗となる。また、相手側に得

点されるまで同じ競技者がサービスを行う。

11 競技は２１点を１セットとして３セットマッチで行い、２セット先取したチームが勝者となる。なお、
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11 競技は２１点を１セットとして３セットマッチで行い、２セット先取したチームが勝者となる。なお、

得点はラリーポイント制とする。

12 インディアカボールがネットを越えて相手側に打ち返すまでの打球許容回数は３回に限られてい

る。ただしブロッキングまたはネットプレーが含まれるプレーの場合はこの限りではない。

13 競技がインプレーのとき、プレーヤーはセンターラインを踏み越えてはならない。

14 同じ競技者が２度続けてインディアカボールに触れてはならない。ただしブロッキングとネットプ

レーをしたときはこの限りではない。

15 相手側コートのインディアカボールに触れてはならない。ただしアタックをした後に手がネットを

越えてしまっても反則とはならない。

16 ブロッキングは前列競技者３名が両手を使って行っても良い。また、打球許容回数として数えな

いし、ブロッキングをした競技者は続いてインディアカボールに触れても反則とはならない。

17 競技がインプレーの状態にあるとき、身体、衣服のどの部分でもネットに触れた場合、また、ア

タック及びブロッキングの際にネットに触れた場合は反則となる。

この競技規則（抜粋）は、（社）日本インディアカ協会が制定し、平成１８年４月１日より施行され

る平成１８年度改訂版「インディアカ競技規則」の概略です。

詳しくはＡ５変形版「インディアカ競技規則」定価７００円で販売しておりますのでお買い求めくだ

さい。

注文は日本レクリエーションサービスセンター（０３－３２６５－１３３５）まで。

※


